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IPBの知財分析メソッド

IPBの知財分析メソッドは、独自のデータベースを基盤とした、テキストマイニング手法と定量評価手法を
特徴とする。

特許と経営・財務
情報の統合管理
データベース

高度な
テキストマイニング

定量的な
特許評価メソッド

社名変更や合併・統合等を独自の調査で
名寄せ
有価証券報告書等の企業財務情報と紐付
け管理
特許出願情報を元にした、IPB独自の企業
分類

独自の文書ベクトル解析手法を用いた
類似特許抽出・クラスタリング
特許の発明を特徴付けるキーワードに着目
した分析（特徴語分析）

個別特許の機械的・客観的手法による定量
評価（パテントスコア）
個別特許の定量的な評価値から導き出さ
れる企業の知財力を評価

IPBの知財分析メソッド体系
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IPBの知財分析メソッドの全体像

１. マクロ分析

　独自の企業評価指標により

　「知的財産戦略経営」の

　実現度を診断

２. セミマクロ分析

　特許ポートフォリオ分析に

　よる内部資源としての知財

　の可視化と競争力　分析

３. ミクロ分析

　個別特許の分析・評価により

　新規事業開発や知財の収益化

　の可能性を探索
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IPBの事業領域

IPBグループの事業領域は、「Information」「Valuation」「Consulting」を柱とした「コア領域」と、コア領域におけるリソース

（各種システム・メソッドならびに人材）を基盤として投資関連事業を行う「戦略展開領域」の２つで構成されている。


